
説
明
　
今
回
の
光
フ
ァ
イ
バ

整
備
計
画
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
一

環
で
、
子
供
た
ち
の
学
習
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
で
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
配
布
や
、
新
た
な
日

常
生
活
で
外
出
が
自
粛
さ
れ

る
中
、
仕
事
を
は
じ
め
色
々

な
こ
と
に
対
応
す
る
た
め
、

国
の
二
次
補
正
で
情
報
通
信

の
基
盤
整
備
を
図
る
べ
く
、

高
度
無
線
環
境
整
備
事
業
を

推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
は
比
較
が
で
き
ず
、
各
合

併
市
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ

る
と
思
う
の
で
、
そ
れ
で
適

正
な
人
数
を
図
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
　
　
　
手
当
の
基
準
は
。

　
　
　
　
公
務
員
の
ボ
ー
ナ

ス
は
、
期
末
手
当
と
勤
勉
手

当
に
分
か
れ
る
。
期
末
手
当

と
い
う
の
が
、
生
活
給
に
関

す
る
部
分
で
、
勤
勉
手
当
と

い
う
の
は
、
本
来
、
勤
務
成

績
に
基
づ
く
成
績
率
に
よ
っ

て
、
払
わ
な
く
て
は
い
け
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

今
の
と
こ
ろ
大
多
数
の
市
町

村
で
は
、
一
律
の
率
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
今
、
人
事
評
価
制
度
を
導

入
し
て
お
り
、
今
年
度
か
ら

管
理
職
に
つ
い
て
は
、
成
績

率
を
導
入
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
病
気
で
休
ん
だ

り
、
勤
務
日
数
が
少
な
い
人

に
つ
い
て
は
成
績
率
が
下
が

る
と
い
う
こ
と
で
、
も
ら
え

る
人
は
全
員
も
ら
え
る
が
、

率
に
は
差
が
あ
る
。

【
議
案
第
75
号
】
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ

い
て
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島
鉄
南
線
跡
地
の
無

償
譲
渡
を
受
け
、
深
江
か
ら

加
津
佐
ま
で
、
８
つ
の
ま
ち

を
つ
な
ぐ
自
転
車
歩
行
者
専

用
道
路
へ
の
活
用
を
決
断
さ

れ
た
、
松
本
市
長
の
こ
の
道

路
整
備
に
か
け
る
思
い
を
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
、
日
常
的

な
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て

き
た
島
原
鉄
道
跡
地
を
、
通

勤
、
通
学
、
買
物
な
ど
市
民

の
生
活
を
担
う
道
路
、
散
歩

や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
、
市
民

の
健
康
増
進
の
た
め
の
道

路
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
方
に

と
っ
て
、
自
動
車
に
代
わ
る

自
転
車
で
の
通
行
が
で
き
る

安
全
な
道
路
、
市
民
の
皆
さ

ん
方
が
多
様
な
交
流
を
す
る

た
め
の
道
路
な
ど
の
様
々
な

役
割
が
期
待
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
観
光
振
興
の
面
に

お
い
て
も
、
市
内
の
観
光
資

源
を
結
ぶ
自
転
車
歩
行
者
専

用
道
路
と
し
て
、
か
つ
、
風

光
明
媚
な
景
色
の
魅
力
を
伝

え
る
散
策
道
路
と
し
て
、
大

き
な
効
果
を
も
た
ら
す
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
計
画
書
に
示
さ
れ
た

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
現

在
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
令
和
２
年
度
か
ら
、

国
の
補
助
事
業
の
決
定
を
い

た
だ
き
、
現
在
、
全
区
間
の

平
面
測
量
・
設
計
と
、
加
津

佐
か
ら
原
城
の
区
間
の
詳
細

測
量
設
計
業
務
に
着
手

し
て
い
る
。
令
和
３
年

度
か
ら
の
整
備
工
事
の

着
手
と
早
期
完
成
に
向

け
て
事
業
を
進
め
、
加

津
佐
か
ら
深
江
ま
で
の

約
32
キ
ロ
、
こ
れ
を
３

期
に
分
け
て
、
１
期
が

加
津
佐
か
ら
原
城
間
、

あ
と
、
約
10
キ
ロ
ご
と

に
２
期
、
３
期
と
早
期

完
成
を
目
指
し
て
い

る
。

　
　
　
前
回
の
定
例
会
で
、

総
工
事
費
の
予
算
と
、
市
の

持
ち
出
し
分
の
質
問
に
建
設

部
長
は
、
35
億
ぐ
ら
い
を
予

定
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

国
か
ら
の
交
付
措
置
が
約
６

割
と
し
て
、
残
り
の
14
億
に

対
し
て
、
過
疎
債
を
使
う
と

７
割
の
交
付
措
置
が
あ
る
の

で
、
市
の
持
ち
出
し
は
４
億

か
ら
５
億
円
程
度
だ
と
答
弁

さ
れ
た
。
こ
の
計
画
予
算
の

変
更
は
な
い
の
か
。

　
　
　
現
時
点
で
、
橋
梁
等

も
一
定
考
慮
し
た
中
で
の
計

画
事
業
費
は
、
変
わ
っ
て
い

な
い
。

　
　
　
水
処
理
な
ど
、
懸
念

さ
れ
る
こ
と
に
も
、
し
っ
か

り
対
応
し
な
が
ら
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

議
員

議
員

議
員

計画事業費は
変わっていない。

総事業費35億の内、市の
持出しは4億～5億程度。
この計画予算の変更は

市
長

市
長

市
長

中 村 久 幸 議員
公明党

自
転
車
歩
行
者
専
用
道

路
の
整
備
に
つ
い
て

自転車歩行者専用道路イメージ図

質問の様子を
動画で見よう

議
員

　
５
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
、
第

96
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総

会
に
お
い
て
、
川
田
典
秀
議
員
が

議
員
と
し
て
25
年
以
上
努
め
た
こ

と
に
よ
り
、
特
別
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
林
田
久
富
議
長
、
柴
田

恭
成
議
員
、
黒
岩
英
雄
議
員
が
議

員
と
し
て
15
年
以
上
、
小
林
知
誠

議
員
、
金
子
憲
太
郎
議
員
が
10
年

以
上
務
め
た
こ
と
に
よ
り
、
一
般

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
な
お
、在
職
年
数
に
つ
い
て
は
、

町
議
会
議
員
の
在
職
年
数
の
２
分

の
１
が
通
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

全国市議会議長会表彰

（左から、林田久富議長、川田典秀議員、柴田恭成議員、黒岩英雄議員、小林知誠議員、金子憲太郎議員）
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【
議
案
第
58
号
】
南
島
原

市
有
馬
湧
水
「
ホ
タ
ル
の

里
」条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

説
明
　
北
有
馬
町
に
あ

る
南
島
原
市
有
馬
湧
水

「
ホ
タ
ル
の
里
」
の
位
置

に
誤
り
が
あ
っ
た
こ
と

に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
。
北
有
馬

町
己
２
２
３
６―

イ
外

を
、
北
有
馬
町
己
２
２

３
６
番
地
１
外
に
改
正
す

る
。

　
　
　
　
位
置
の
誤
り
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、

今
度
国
土
調
査
が
あ
っ
た
か

ら
判
明
し
た
の
か
。

　
　
　
　
先
般
の
議
会
で
、

他
の
と
こ
ろ
に
は
な
い
か
と

い
う
指
示
を
受
け
、
改
め
て

確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、
平
成

26
年
の
国
土
調
査
で
変
わ
っ

て
い
た
と
こ
ろ
を
、
そ
の
時

点
で
修
正
を
か
け
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
今

回
の
調
査
で
分
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

【
議
案
第
73
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

（
総
務
部
関
係
）　

　
人
件
費
の
補
正
に
つ
い
て

は
、
当
初
予
算
で
見
込
ん
で

い
た
額
が
、
４
月
に
実
施
し

た
人
事
異
動
な
ど
に
伴
い
、

増
減
し
た
こ
と
を
受
け
て
の

補
正
で
あ
る
。

　
　
　
　
職
員
の
適
正
定
数

は
、
ど
こ
で
決
め
る
の
か
。

　
　
　
　
定
員
適
正
化
計
画

に
基
づ
き
、
基
本
的
に
は
目

標
と
し
て
、
例
年
十
名
程
度

採
用
し
て
い
る
。
予
算
で
減

る
分
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

新
規
採
用
職
員
を
10
名
、
再

任
用
職
員
全
員
を
採
用
す
る

と
見
込
む
が
、
実
際
再
任
用

職
員
を
全
員
希
望
さ
れ
な

か
っ
た
り
、年
度
の
途
中
で
、

自
己
都
合
で
辞
め
た
こ
と
で

人
数
が
減
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
本
当
に
必
要
な
職

員
数
な
の
か
と
い
う
の
が
基

本
。
４
６
７
人
と
い
う
の
が

適
正
数
な
の
か
と
い
う
の
が

疑
問
で
あ
る
。

　
　
　
　
４
６
７
人
の
計
画

に
対
し
て
、
今
４
５
５
人
で

あ
る
。
合
併
時
が
６
２
３
人
、

今
４
５
５
人
に
な
っ
て
ち
ょ

っ
と
き
つ
い
か
な
と
印
象
を

持
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
職
員
数
は
、
人
口

を
基
準
に
し
て
百
人
に
対
し

て
一
人
と
う
た
わ
れ
て
い
た
。

本
市
は
、
４
万
５
千
人
に
対

し
４
５
０
人
と
な
る
が
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
　
　
類
似
団
体
と
比
べ

て
み
る
と
確
か
に
多
い
が
、

人
口
に
よ
っ
て
職
員
数
は
こ

れ
だ
け
と
い
う
こ
と
に
は
い

か
な
い
。

　
一
概
に
類
似
団
体
の
人
数

答  

弁

質  

疑

答  

弁
質  

疑

答  

弁
質  

疑

答  

弁
質  

疑

　
現
状
、
本
市
で
は
北
有
馬

町
と
南
有
馬
町
の
全
域
、
及

び
そ
の
他
の
地
域
（
深
江
〜

西
有
家
、
口
之
津
、
加
津
佐
）

の
山
間
部
が
未
整
備
で
あ

る
。

　
　
　
　
と
り
あ
え
ず
は
全

世
帯
に
引
く
と
い
う
こ
と

か
。

　
　
　
　
基
本
的
に
は
、
本

人
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
ど

ん
な
と
こ
ろ
で
も
南
島
原
市

内
で
あ
れ
ば
引
く
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

質  

疑

答  

弁

有馬湧水「ホタルの里」

一
般
質
問

建
設
部
長

答  

弁
質  

疑

総
務
委
員
長
報
告

議
案
５
件
を
原
案
可
決
、
請
願
１
件
を
採
択

髙木和惠
委員長


